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特集　全国組織結成60周年を迎えて
パラダイス



〈お支払方法〉

クレジット
カード

QRコードまたは
https://my-site-102920-102211.square.site/
にアクセス
➡会員種別を選択
➡名（ファーストネーム）欄に下の名前と
　　会員番号をご記入ください。（例：「太郎K99999」）
※年額の方のみ。不足額のお支払いのある方はご利用いただけません。

（ゆうちょ）①振込用紙または
　ゆうちょ➡ゆうちょへ振込
　00130-0-338317
　加入者名 みんなねっと

②他行➡ゆうちょへ振込
　ゆうちょ銀行　〇一九店
　当座 338317
　口座名義 みんなねっと

※請求書など、ご指定のある方はご請求時期に別途お知らせいたします。
※退会される方はかならずご連絡ください。03-5941-6345・member@seishinhoken.jp

賛助会費の
お支払いをお願いします

　会費の納入期限は2026年 3月 31日までとなっております。
　みんなねっとの活動は皆様からの会費でまかなわれています。引き続きご支援を
よろしくお願いいたします。
　※すでにお支払い済みの方はお振込み不要です。
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全国組織結成60周年を迎えて

白石弘巳、洗成子、風書なおき、関好江、三輪明広、堀合悠一郎、	

岡田久実子、関山隆史、草地仁史、伊澤雄一、池原毅和

2026年５月号通巻第230号

２　　みんなのわ―読者のページ

月刊

特特 集集

〈表紙絵〉横山公一（群馬県）

〈メッセージ〉みなさんが明るくなるように

18	 みんなねっと相談室から｟第85回｠
お正月を過ぎて聞こえ出してきた声

20	 子ども・きょうだい・配偶者 家族いろいろ（その72）

共に生きる

22	 リレー連載「リカバリーをめぐって、対話のように」�

本人も家族も大切にするとりくみをどんな分野でも　（対話）池ノ内篤子・岩谷潤

26	 知りたい！聴きたい！こんなとりくみ（第61回）

描くことから広がる対話と自立～絵画教室のとりくみ

30　　お知らせします みんなねっとの活動

32	 マンガ　生きている。　第８話　　うらうめ もち子
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賛助会員規程
（総則）
第１条　�この賛助会員規程は、公益社団法人全国精神保健福祉会連合会（以下「当法人」）

の定款第７条の賛助会員に関する必要な事項に適用する。

（賛助会員）
第２条　�家族会活動を柱とした当法人の目的に賛同し、その事業を支援または協力するた

めに会費を収め、入会した者を賛助会員とする。また、賛助会員の種類は、個別
賛助会員・複数賛助会員・家族会賛助会・特別賛助会員をもって構成する。

（会費・購読料）
第３条　�賛助会員の会費は次の通りとする。一度払い込まれた会費は返還しないものとす

る。会費には広報機関誌購読料が含まれる。

①�個別賛助会員�
（郵送タイプ）

初年度のみ月割額 300 円×月数
年額（２年目以降）
3600 円

②�個別賛助会員�
（WEBタイプ）

年額 3600 円

③�複数賛助会員�
（２冊以上郵送）

初年度のみ月割額 300 円×月数×人数
年額（２年目以降）
3600 円

④�家族会賛助会員�
（２冊以上郵送）

初年度のみ月割額 300 円×月数×人数
年額（２年目以降）
3600 円

＊�当法人傘下の家族会（２名以上の構成員であること）に対し、１名毎
に年額 600 円（初年度のみ月額 50 円）は家族会での送料等に充てる

⑤�特別賛助会員�
（口数分郵送）

年額一口 5000 円以上

（会員資格の有効期間）
第４条　会員資格有効期間は、当法人の事業年度（４月～翌年３月）毎とする。
　　　　賛助会員より退会する申し出がない場合は、有効期間を自動更新する。
　　　　会員資格有効期間中は当法人の広報機関誌（WEBタイプは PDF版）を頒布する。

（その他）
第５条　�この規程に定めるもののほか、賛助会員に関して必要な事項は理事長が別に定め

る。
令和４年５月 24 日理事会承認

　新規会員および継続会員としてみんなねっとを支えてくださり、ありがとうございます。
「賛助会員規程」を掲載いたします。継続会員の皆さまは今一度ご確認ください。新規会
員の皆さまはご一読くださいますよう、お願いいたします。
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昨年度、全国の家族会員のみ
なさまやみんなねっとサロン
ユーザーのみなさまにご協力
いただきました全国家族ニー
ズ調査～の報告書（完成版）
が完成しました。
ご協力くださいました多くの
みなさまに、改めてお礼申し
上げます。

2024年度精神障害者と 
家族の生活実態と意識調査 

～全国家族ニーズ調査～報告書（完成版）

ご希望の方は、https://qr.paps.jp/vaKFU
またはQRコード、みんなねっとホームページより
お申し込みください。

■価格
都道府県連、傘下の家族会、賛助会員：500円
一般：1,000円


